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は じめに
国立大学協会及 び東海 ・北陸地区国立大学法人等の共催によ り 「平成21年 度東海 ・北陸地区国
立大学法人等技術職員合 同研修」が9月2日(水)か ら9月4日(金)の3日 間、福井大学で開催
され、参加 しま したので報告 します
目的
東海 ・北陸地区の国立大学法人等の技術職員に対し、その職務遂行に必要な基本的、一般的知識
及び専門的知識、技術等を修得させ、技術職員としての資質の向上を図るとともに職員の相互の交
流に寄与することが目的である。
研修内容
1日 目
10:30開 校 式(ア カデ ミーホール)
福井 大学技術部 鈴木 敏 雄 技術部長 挨拶
写真撮影 ・オ リエ ンテーシ ョン
11:00講 義1「 福井大学 のlSO14001」(工学部1号 館117講 義室)
福井 大学 大学院工学研究 科 電気 ・電子工 学専攻 福井 一俊 教授
13:00講 義2「 デジタル 回路設計者の悩み 」(工学部1号 館117講 義室)
福井大学大学院工学研究科 情 報 ・メデ ィアエ学専攻 森 眞一郎 教授
14:30講 義3「 半導体 プ ロセス技術」(工学部1号 館117講 義室)
福井大学大学院工学研究科 電気 ・電子工 学専攻 塩島 謙次 準教授
16:00研 修受講者 プ レゼ ンテー シ ョン(工 学部1号 館117講 義室)
18:00意 見交換及び懇親会(ア カデ ミーホール)
2日 目
9:00Aコ ース 「フォ トリソグ ラフ ィ技術 」
福井大学大学院工学研究科 電気 ・電子工学専攻 塩 島 謙次 準教授
実習指導:福 井大学工学部技術部 山田 隆昇 、岡井 善四郎
9:00Bコ ースr3原 色LEDを用 いた7色 イル ミネー シ ョン回路の設計 ・製作 」
実習指導:福 井大学工学部技術部 臼井 治彦、水野 広治 、松 山 幸 夫、篠 競、本 堂 義記
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3日 目
9:00講 義4「 テ ラヘルツ波 による分光 と計測」(工学部1号 館117講 義室)
福井大学 遠 赤外 領域 開発研究セ ンター 谷 正彦 教授
10:20講 義5「 超伝導への誘 い」(工学部1号 館117講 義室)
福井大学大学院工学研究科 電気 ・電子 工学専攻 橋本 明弘 准教授
12:00閉 校 式(工 学部1号 館117講 義室)
14:00施 設見学 「(株)福井村田製 作所 工場見学」
16:30解 散
講義内容
講義1「 福 井大学 のlSO14001」
福井 大学は,地 球環境 問題が現下の最 重要課 題の一つである との認識 に立 ち、本学にお ける
教育 ・研究,及 びそれ に伴 うあらゆ る活動にお いて、常 に環境 との調和 と環境負荷 の低減 に努
めて いる。 これか らは、地域 に根 ざ した大学 と して,地 域環境 の保全 や改善 に向けた教育 ・研
究が重要な課題にな ると思われる。
講 義2「 デ ジタル回路 設計者 の悩み」
従来のデ ジタル回路の高速化 ・高性 能化は、半導体の微細化 が進み 、集積度 の上昇 とともに
動作速度 も向上す るとい う経験則に支え られて きた。 ところが、半導体の微細化が加工精度 の
問題だ けでな く、配線遅延の 問題、 リーク電流 の問題、発熱の問題 などによ り困難 になってき
た。 この問題に対 して性能 を落 とさず消費電力 を低減す るデジタル回路設計の アプローチ とし
て、空間並 列、時間並列化の手法が 紹介 された 。
講 義3「 半導体 プ ロセス技 術」
半導体 デバ イス プロセスの概要、および要素技術 につ いて、実例 を挙 げなが ら説 明 を受けた。
Aコー ス 「フォ トリソグラフィ技術」
今回の研修 における実習 は、「フォ トリソグラ フィ技術」 を選 択 した。実習では、露光源 に
紫外線 を用 いたrフ オ トリソグラ フィ技 術」 を用 いて、Slウ エハー エ ッチ ングプロセスの実
習 を行 うことに よ り、集積回路技術 の一端 を休験 した。
講 義4「 テ ラヘル ツ波 による分光 と計測」
テラヘル ツ電磁波 発生の メカニズムや光伝 導ア ンテナ による電 磁波パル スの検出 メカニズ
ムの説 明 を受けた。
講義5「 超伝導へ の誘 い」
超伝導 に関わ る物理法則の説 明および各種 の理論 が説明 された後、実験でマィスナ ー効 果に
よって超伝 導物 質が浮上す ることを確認 した。
最 後に
今 回の研修 内容 は、先 端科 学技術育成セ ンター にお ける職務 との関連性 は無 いが、 このよ うな合
同研修会 に参加 し、専門 的な講義 を受 け、先端技術の研究 を目にす るこ とによ り、新 たな知見を得
られ励み にな りま した。
最 後に、研修 の準 備お よび お世話 を して頂 いた福 井大 学の職 員の方々にお礼 を申 し上 げると共に、
受講 させ て頂 いた関係機 関の方 々に深 く感謝の意 を表 します。
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